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私達の人生では思いがけない困難に直面することがよくあります。 

然し、心の在り方を変えることによって、それを乗り越え素晴らしい人生を送る

ことが出来るのです。 

そのような人生の真理を、本書を通じて理解していただきたいと願っています。 

第1部 素晴らしい人生を送るために 

第1章 人生、仕事の結果とは 

１．人生・仕事の結果＝考え方×熱意×努力～これが人生・仕事の結果を決める 

 賢くない人は「人一倍努力しなくてはいけない」と思い努力するようになる 

２．運命と立命～安岡正篤さんが書かれた「陰しつ録」～中国の袁了凡という方

が書いた本からの引用で運命は変えられます、それを「立命」と言います。 

 予言が当たる人生～了凡は孔老人から云われた通りの人生を歩み迷いがなく

なっていた。 

雲谷禅師との出会い～了凡は有名な雲谷禅師を訪れて、3 昼夜も寝ずに素晴ら

しい座禅を組み、禅師から「あなたはえらい、迷いがない、何処で修業をなさ

れた！」すると了凡は「子供の頃に旅の老人と出会い、その老人が言った通り

の人生を歩み一度も狂ったことがない、私の人生はもう決まっているのです、

だから悩みがなく一点の曇りもないのです」それを聞いて雲谷禅師は「なんと

お前は大バカ者よ」と叱った、それは老人が言った通り「運命」は生まれなが

らに決まっているが、それは宿命ではなく変えられる、その為にはたった一つ

「良きことを思う」ことこそが大切だと説いた。 

「良きこと」とは善（禅宗）又は布施（仏教）＝思いやりの心です。 

キリスト教文化圏では「愛」自分がして欲しい事を相手にしてあげる事だ。 

そして愛も、布施も、善も元々みんなの「魂そのもの」愛と誠と調和に満ちた

存在で言葉を変えると「真・善・美」で人間は究極には自分の魂と同じものを

求めて行動する存在ということです。 

～運命に従って生きるだけでよいのか～ 

仏教でいう輪廻転生を繰り返しこの現世に生まれてきた、たった 1 回しかない

この人生を意味あるものにしなければなりません。 

～ただ思うだけでいい～良きことは思いやりの心によって生まれます。 

～競って良きことを思う～凡了は奥さんに話したところ「教わった通りにしま

しょう，毎日いいことを思ったら○、悪いことを思ったら×、毎日何回いい事



を思ったか競争しましょう！」と、そして二人は競って良き事を積極的に思い

続けた。 

～運命は変えられる～「陰しつ録」では、ここで状況が変わり、凡了が老人にな

っていて、今度は自分の息子に子供の頃に出会った老人に「53 才には死に、

結婚しても子供は生まれないと云われたのに、お前みたいに素晴らしい息子

が生まれた、もう 67 才になった」だから息子に「運命というものはあるが、 

それは変えられるのだ、変える唯一の手段は“良きことを思う事”なんだ」と

言って息子を説いている。 

３．前向きで明るい考え方が人生を好転させてくれる 

 私（稲盛）は就職するまでの間「なんと運が悪い男だ」と思っていました。 

 就職先も無残な会社で給料も出ないありさまで、ひねくれていた。 

 約 1 年勤めて自衛隊の幹部候補生になろうと試験に合格して、私の戸籍謄本

を田舎に送ってくれと頼んでも送ってこない、そこで居直って、その会社で 

研究を真剣に始める気になった「前向きで明るく生きよう」と心が変わった。 

４．災難も感謝の念で受け止める～実は災難に会った時に人間の価値が決まる。 

 災難の大小を問わず、病気でもそれが起こった時に喜ぶ事が「秘伝の秘」です。 

 「この程度で良かった」と思うと感謝できる、それでその災難をくぐり抜けて

良くなっていく。 

第2章 人は誰でも素晴らしい人生を全うできる 

１．宇宙の真実は一つ、現世はその真実の投影。 

うまくいく人生とうまくいかない人生 

２．人間の本質を探究する為に理屈抜きに「魂」を理解して欲しい「現世だけで

なく霊界というものがある」と先ず信じていただきたい、そしてあの世には 

 「魂」というレベルで行くのです、肉体は消えても、現世で考え悪さをした事

も全部「魂」に浸み込んでしまっています。 

～あの世につながる波長「お経」の波長があの世とつながっているからご先祖様

の供養に「お経」を上げるのです。ご先祖様はあの世で喜ばれるのです。 

３．善行・利他行が運命を好転させる～先ず思いやりの心を持つ 

 誰にとっても人生の目的は決まっているのです「人は世の為、人の為に生まれ

てきたのです、善行によってしか悪い難、穢れ、カルマ、業を壊せないからで

す、先ず美しい思いやりの心を持つことです“利他→愛です”それで因縁が消

えるから運命も変わります」 

～6 つの精進で素晴らしい人生を～ 

１．誰にも負けない努力・精神 

２．「謙虚にしておごらず」の人だけが幸福を見つけることが出来ます。 

３．毎日の反省そして感謝～私は毎日洗面所で神様にありがとう！と言います。 



４．生きていることに感謝「足るを知る」と幸せを感じられます、 

その上で大切な努力をする事。 

５．善行、利他行を積む。 

６．感情的な悩みはしない心配しない、上手くいかないことは忘れる事です。 

以上 6 つを毎日やり続ければ運命はガラリと変わり、問題が消えてゆきます。 

第3章 人生の真実、生き方の真理 

１．「運命の存在」を肯定する～大きな運命の波の上に広がる個人の運命を肯定

する（世界・日本・今の住所・会社・家族）ほうが人生は生きやすい、運命

は人類の不可思議です。 

２．人生を形作る「運命」と「因果応報」善因は善果をうみ・悪因は悪果を生む 

  因果は長いスパンで必ず一致する、あの世から見た場合もう一分一厘狂い

がない位「因果応報」の法則は合っていると私は気が付いた。 

  運命と因果応報の関係～非常に悪いところに差し掛かっていても、非常に

良いことを思い、善いことをすることで、その落ち込みがなくなる。 

  善い事を思い、善い事をして私の運命は変わった私の経験＝若い頃からの

知り合いで大変信心深い人がいて、ある時素晴らしい霊能者の方に自分の

事だけでなく私の年齢・生年月日で占って貰ったら「今を時めく稲盛和夫 

  さんですね、おかしいですね、多分去年位に大変な人の為に助けるような 

良いことをしていますよ、でなければ健康も命を失う程の悪い状態にある

筈でこんなにうまくいっている筈はありません、何かある筈です」と 

３．人生いかに対処するか、諸行無常が人生というもの 

  私達の人生は「運命と因果応報の法則」 

～このたった二つで出来上がっています。どんな運命に出会っても感謝する 

心で対応する、これはもう大変難しい事です。腐らず不平を言わず、恨まず、

妬まず、その苦難に耐えていく事が必要です。 

 ～恨まず、ひるまず努力した松下幸之助～小学校中退で丁稚奉公、非常に苦し

い目に遭っても素直で明るく自分の境遇にめげなかった、逆境への対処の

仕方によって、その後の運命が大きく変わっていくということです。 

４．人生の目的が心を高めるという事「世の為、人の為に尽くすこと」の意味は 

  「心を高めること」にある、心を純化、浄化、人間性、人格を高め、自分の

魂を磨くのが人生の目的です。 

 ～この世に生を受けた勲章とは 

  京セラ・KDDI などで有名になり世界の大学から名誉博士号など様々な称号

や勲章を頂いたが死を考えると私にとって何の意味があるのかと。 

本当の人生の目的とは社会に、周りの人々にどれ程、善いことをしたかが、 

その人にとって勲章ではないか、と思うようになってきました。 



 ～生まれてきた時よりも美しい魂に～磨かれた先の最高はお釈迦さんの悟り

を開かれたと同じレベルです。高いレベルほどいいに違いありません。 

５．「六波羅蜜」で心を磨く～広く人の為に尽くす～ 

  経営者として持つべき哲学思想そして人生・仕事の結果＝考え方×熱意×

能力～心を高める為には正しい考え方がいる、個人として何が正しいかを

考え尽くす。 

 ～二宮尊徳に学ぶ「働くことで心を磨く」晩年に徳川幕府の江戸城に於いて 

  その立ち居振る舞い、言葉遣いが高貴な家柄の生まれかと思われるような

ものであったが一介の農民が人間性を高めた証明となった。 

 ～鉄腕投手稲尾和久の人間性～無名の高校で甲子園にも行けなかった投手が

西鉄ライオンズに入り、バッテイングピッチャーをやらされ、腐らずひたす

ら頑張った、そして自らドンドン苦労を買っていった、酷使されても喜んで

いた、一心不乱に野球に打ち込み、素晴らしい人間性を作っていった。 

 ～心が高まれば正しい生き方が見えてくる～ 

人間性を作っていくそれが人生です。 

第2部 心と経営 

第1章 心の在り方 

１．幸せな人生、幸せな企業経営は心がつくる 

２．権謀策術は弄さない～「酷い目に遭っている」という人がひどいことをする 

そういう人とはとにかく付き合わない事です 

３．周囲の事象は全てわが心の反映である 

４．常に反省のある人生を～人格が変わる二つの切っ掛け 

どうにもならん死んだほうがましだ、と思う程の災難に会った時に心から

反省した時、初めて人間は変わることが出来る、もう一つは繰り返し、繰り

返し自分の人間性に反省を加えている人は自分を変えてゆきます。 

一人でも多くの従業員を幸せにする～常に反省という栄養を補給する。 

５．人は皆、利他の心を持っている 

肉体が持つ利己的な本能～細菌が入ると抗体が生まれる、全く別に「共存、

共生、みんなと一緒に生きていこう」とする魂の本質もある。 

６．魂の本質「真・善・美」～エゴを抑えるという逆療法 

心を高めれば物事の本質が見えてくる 

～やり手・切れ者という経営者は三流です。 

第2章 利他の心 

１．利己を抑えれば、利他の心が現われる～利己が勝ると破綻を招く 

２．経営とは利他行にある～何のために京セラを作ったか 

「全従業員の物心両面の幸福を追求する」事が会社の目的、そして「人類 



社会の進歩発展に貢献する事」を考えた、会社の拡大は利他行の拡大、利他

の心で視野が広がる。 

３．親子愛に学ぶ～母性愛が利他の究極 

自分の命と引き換えに子供を守ろうとする理屈抜きの母性愛 

第3章 真の勇気を持つ 

１．正しい判断を行うには勇気が必要、経営者に必要な“凄まじいガッツ” 

ネガティブなファクターを排除する勇気、卑怯なふるまいがあってはなら

ない、知識よりも見識、見識よりも胆識を備えた信念にまで高める事です。 

２．真の勇気は実践の場で～「ビビリな人に鉄火場を踏ませる」 

勇気にもとおる様な人を後継者に選んだら会社を潰し従業員を不幸にする。 

本当に怖がりで「ビビリ」しかしセンスがあり、大人しく、非常に真面目な

人物、そういう男を仕事の場を通じて鍛え上げて勇気を持つ人間に仕上げ

るのが理想です。 

真の度胸を身に着けさせる～船場の商店では仕入れは旦那がすると決まっ

ている、この商法を後継者にやらせる、鉄火場を通させ実践させる。 

３．経営には垂直登はんの勇気が必要～「人でなし」な事を云う勇気～ 

私に言わせると数％の利益は利益の内に入らない 10％を超える利益を出す 

恥も外聞もなく経費を削る事で損益分岐点を下げる。 

労働組合との闘い、総スカンを食っても妥協しない、管理職でない時にも 

自分を追い込んだ。 

４．小善は大悪に似たり、大善は非情に似たり～優しさと厳しさを併せ持つ～ 

厳しさは大善を成す行為、私は皆さんを救う為に敢えて厳しいことを言い

ます、それこそが大善というものです。 

                            （ 前編 ） 


